
主 催：一般財団法人生涯学習開発財団／一般社団法人ワークショップデザイナー開発機構／青山学院大学社会情報学部附置社会情報学研究センター
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お申し込みは一般財団法人 生涯学習開発財団までお願いします。　 お問合 :lcd.aogaku@gmail .com

● 講演者　：佐伯 胖（東京大学名誉教授 / 青山学院大学名誉教授）
● 日　時　：2023 年 9 月 10 日（日）10:00～12:30
● 参加費　：2,000 円
● 実施形態：オンライン開催（ZOOM）/ 後日録画配信込み

「それって、なんのためですか？」ワークショップの場、特に大人を対象にした場づくりにおいて、
「事前に意図や目的を理解してからでないと参加をためらう」という場面に出会うことはないでしょ
うか？また、あなた自身も参加者として、内心「これって、なんのため？」と思いながら過ごした
経験はありませんか？
今回は、“私たちはなぜ「それってなんのため？」と聴きたくなってしまうのか “という問いから、
「計画」や「目標」そして「評価」から距離を置いた場づくりのおもしろさについて、佐伯先生と一
緒に探る時間にしたいと思います。

多元的共生社会における生涯学習を考えるシリーズ 第 31 回 シンポジウム

「それってなんのため？」ってなんのため？

講演者：佐伯 胖 プロフィール
慶應義塾大学工学管理工学科卒業、同大学院管理工学専攻修士課程修了後、米国ワシント
ン大学大学院心理学専攻に入学、1970 年同博士課程修了（Ph. D.）、1971 年４月より東
京理科大学理工学部助教授、1981 年 4 月より東京大学教育学部助教授、同教授を経て
2000 年３月に東京大学を定年退官し、東京大学名誉教授となる。同年４月より青山学院
大学文学部教育学科教授、2008 年 4 月より同社会情報学部教授、2013 年 3 月に退職し、
青山学院大学名誉教授となる。2012 年 4 月より公益社団法人信濃教育会教育研究所所長。
2015 年 4 月より田園調布学園大学大学院人間学研究科子ども人間学専攻教授、2021 年
3 月退職。
主著：『幼児教育へのいざない』東京大学出版会 2001 年、『共感̶育ち合う保育のなかで』（編著）ミネルヴァ
書房 2007 年、『ワークショップと学び』（編著）［全３巻］東京大学出版会 2012 年、『子どもを「人間とし
てみる」ということ』（編著）ミネルヴァ書房 2013 年、『「子どもがケアする世界」をケアする』（編著）ミ
ネルヴァ書房 2017 年、『ビデオによるリフレクション入門』（編著）東京大学出版会 2018 年、など。




